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平成１９年度 ４月 校長・副校長会議              平成１９年 ４月１６日（月） 

                                                         小平市教育委員会 

                                                         教育長 坂井 康宣 

《complete the educational reform》 

 

 競争から共創、そして 響創の教育改革へ！ 

 

 

１．平成１９年度のスタートにあたって 

    以下は、昨年度のスタートに当たっての私の思いを述べたものであり、基本的に変わ

 っていない。改めて一部改正し、再掲する。 

    子ども、保護者、地域に信頼される学校づくりを 

    卒業生を送り出し、そして、新入生を迎え入れて平成１９年度がスタートした。 

    毎年繰り返されることではあるが、新しい年度を迎えると気分も心なしか改まり、新

 たな決意の下に、子どもも教職員も、保護者も地域も、願いと夢の実現に向けた挑戦が

 始まる季節でもある。教職員の異動により、陣容が一変した学校。大きな異動はなく、

 職員体制を継続してスタートできる学校。ＰＴＡや青少対の役員改正等も無事すんだ学

 校等々。それぞれの学校が、若葉のように初々しい一年生を迎え入れ、進級した子ども

 たちとの顔合わせも終わり、希望に満ちた新学期がスタートできたことと思う。 

  どの子も、どの親も新しい先生に、引き続き担任する先生に期待を寄せている。 

  子どもたちの夢や希望、保護者の願いや地域の声を真摯に受け止め、誠意を持って、

 そして教師（教育公務員）としての責任を果たす覚悟でこの一年をお願いしたい。

（誠意と責任が信頼を生む）そのためには、教師に期待される資質（人間性）・能力

（専門性）とは何かを自覚し、教師としての適格性、人間性を自ら磨き、研修を通して

 専門性を高め、授業力の向上に努めることにより子どもや保護者、地域の期待に応え

 ることのできる学校創りをお願いしたい。そのことが教師への信頼に繋がり、学級経

 営や専科経営、学校経営、教育活動への理解と協力を得る最善の方策となる。 

    初任者研修の開催に当たって、これまで国民が期待していた教師像と、これからの時

 代に期待されている教師の資質・能力について、さらに、学級経営や教科経営の基礎と

 なる学級活動について私の思いを語っておいたので、その資料を添付しておく。 

  （学級活動については、初任者に渡したものを参考にして欲しい。） 

  初任者は、長い夢が叶ってこの職に就き、喜びと同時に大きな不安を抱えている。 

  その育成に当たっては、配属学年や指導教諭にのみ任せることなく、校長、副校長 

 の大事な職務として大切に育てて欲しい。 

 

 

 

 

 



- 2 - 

 

 初任者研修にあたって                        平成１９年４月１０日 

                                                 小平市教育委員会 

                                                  教育長 坂井 康宣 

 

  ※ これまで教師に期待されていた資質・能力 

 

 ◆  児童生徒に対する教育的愛情 

 ◆  教育者としての使命感 

 ◆ 広く豊かな教養と人間性 

 ◆  教育の理念や人間の成長・発達についての深い理解 

 ◆  教科等に関する専門的知識 

 

  そしてそれらの上に立つ 

 

 ◆  実践的な指導力と児童・生徒への心の触れ合い 

 

  ※ これからの教師に期待される資質・能力 

 

 ◇ 長期に渡って教師を続けることのできる、 

         教師としての適格性・資質・能力 

 

      教師自身の「豊かな人間性と主体性の確立」が重要になる。 

 

 １．子どもの多様な特性、個性、能力に即応できるカリキュラム開発能力 

 ２．子どもの多様な能力に対応できる、多彩で多様な教育方法・指導法の能力と力量 

  （ボランティアの活用・指導と評価の一体化） 

 ３．生徒指導・教育相談の力量（児童・生徒理解、保護者対応） 

 ４．心身に障害のある子どもを適切に指導できる能力 

   （特別支援教育への理解と実践力） 

 ５．情報化対応能力（情報機器の活用能力） 

 ６．国際化対応能力（異文化集団の指導力） 

 ７．自分の考えを伝え、相手の考えを理解できるコミュニケーション能力 

 ８．経営スタッフとしての自覚と経営参画（企画力・提案力・実践力） 

 ９．開かれた学校創りと保護者・地域との協働（連携から協働ヘ） 

     → コミュニティ・スクール（学校経営協議会） 

            学校説明会・授業等公開・実践報告会（外部評価） 
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  一方、校長、副校長には、教職員組織と責任を明確にし、一体となって教職員が経

営 参加できる校内組織体制をつくることによって、信頼される学校経営、学校創りを

お願 いしたい。そのためにも、これまで取り組んできた学校公開週間の学校独自の特

色化や、 学校説明会、中間報告会、外部評価の実施、教育実践（結果）報告会等、教職

員組織で 対応し、その結果を日々の教育活動に反映させ、子どもや保護者、地域により

理解され、 信頼され、協力を得られ、地域連携が一層進むよう創意・工夫を重ねた学校

経営、教育 実践への取り組みをお願いしたい。このことが、コミュニティ・スクールへ

向けた取り 組み推進の大きな支援となる。 

    先日行われた教務主任会において、校長のマネジメントスタッフとなる教務主任への

 期待を、平成１３年度の資料を基に話しておいたので参考までに添付する。 

 

 教務主任会参考資料                平成１９年４月１０日（火） 

                                               小平市教育委員会 

                             教育長 坂井 康宣 

             教務主任に期待する 

 

                            Ｈ１３.１１.６（火） 

                             小平市教育委員会 

                             教育長 坂井  康宣 

 

              「教育課程編成に向けて」教務主任に期待する 

 

      開かれた学校・特色ある学校・特色ある教育活動 

       新教育課程と地域の人材・社会教育施設等の活用 

 

１．ゆとりの中で「生きる力」を育む。 

 ⇒ 焦点となるのは「総合的な学習」の時間である。 

   中学校においては、これに加えて「選択教科等の時間の拡大」が課題となる。 

 

２．地域の社会教育施設や人材等の活用を図る。 

  ⇒ 「生きる力」の育成。 

    学校教育の閉鎖性、画一性を補い、一人一人の個性の伸張を図る。 

 「生きる力」を育むためには、ゆとりの中で基礎的・基本的な事項を繰り返し学習 

  したり、作業的・体験的な活動、問題解決的な学習、各自の興味・関心等に応じた

 学習等にじっくり取り組ませることが必要である。 

  こうした教育活動は教室の中だけでは十分には行えない。「生きる力」の形成に

 は、実社会や実際の自然環境における体験活動＝体験学習が不可欠となる。 

  これまでにも学校教育では、社会科や理科・生活科・職業体験学習等を中心に、

 見学・観察などの形で地域社会のいろいろな公共施設や生産施設、自然環境などを
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 活用し、学習してきたが、今後は「総合的な学習の時間」の導入に伴って地域の社

 会生活環境、自然的・文化的環境全体を、もっと効果的に活用していくことが必要

 となる。 

  環境問題学習、勤労生産や福祉関係の体験活動、国際理解・交流活動、パソコン

 の活用による（インターネット）情報収集活動や広域（国内・外）交流学習等、活

 用すべき地域の施設や地域の人材の範囲も、これまで以上に広がってくる。 

  これからの学校教育、特に子どもの興味・関心に応じた、又、個性の伸張を図る

 教育活動の充実・発展に不可欠なものとして、学校支援ボランティアの導入を図っ

 ていくことが望まれる。子ども達の多様な興味・関心に応えるには、教師だけでは

 対応できない状況が生まれてきている。これからは、教える側にも多様で多彩な人

 材を整備することが求められている。地域社会、特に生涯学習の一環として公民館

 等で学習を続け、知識・技能等を修得しておられる公民館利用者や地域の隠れた人

 材を発掘し、学校支援ボランティア（ゲストティーチャー）としてお願いしていく

 ことは、校長・副校長の大事な仕事となってくる。世代を越えたコミュニティづく

 りを進め、子ども達に豊かな教育内容を保証し、やりがいのある教育活動を提供し

 展開していかねばならない。 

 

３．学校支援ボランティアについて（含む；学生ボランティア） 

 ① アシスタント      子どもの個別行動を見守る。 

      ティーチャー    学級環境整備の補助 

                教材づくりの手伝い 

                校外体験学習の引率・指導補助 

                テスト等の採点・補充指導 

 

 ① ゲストティーチャー   子どもに「実感のある納得」を保証するために、そ 

              の道のプロを学校に招いて授業をお願いする。 

               仕事場、あるいは自宅を訪問し、話を聞いたり、仕 

              事の様子を見学する。 

                活動例 土地の歴史 土地の産業 特産品・名産品 

                  伝統工芸 郷土料理 野鳥保護 福祉活動 

                  国際交流活動 教科指導の拡充・発展 

 

 ② コーディネーター    アシスタントティーチャーやゲストティーチャー、 

              地域の関係機関等と学校、あるいは子どもとの関係等 

              ついて調整をする。 

 

４．特色ある学校づくりとは？ 

   特色ある学校づくりが課題となっているが、この事をどのように考えた 

  らよいか。 
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  今次教育改革の最大の課題は、縮減・削減された教科時数から生まれる「ゆとり 

 」の中で、如何に「生きる力」を育むかである。（「豊かな心」も特設したい。） 

  焦点となるのは「総合的な学習の時間」の創設であり、さらに中学校においては

 「選択教科の履修幅の拡大」「選択教科等の時間の拡大」である。 

  「生きる力」を育むためには、ゆとりの中で基礎的・基本的な事項を繰り返し学 

 習したり、作業的・体験的な活動、問題解決的な学習、各自の興味・関心等に応じ 

 た学習等にじっくり取り組ませることが必要である。 

  こうした教育活動は、教室の中だけでは、又、これまでのように一人の教師では 

 十分には行えない。「生きる力」や「豊かな心」の形成には、実社会や実際の自然 

 環境における体験活動＝体験学習が不可欠であり、特に子どもの興味・関心に応じ 

 た、又、個性の伸張を図る教育活動の充実・発展を図ることが課題となる。これら 

 の教育活動を充実・発展させる多彩で多様な取り組みが、特色ある学校づくり、特 

 色ある教育活動、個性・能力に応じた学習活動を展開していくことになる。ゲスト 

 ティーチャーやアシスタントティーチャー・学生ボランティアの活用を積極的に進 

 め、教育活動の充実を期待する。 

 

５．特色ある学校づくりの意義は？ 

  平成１４年度から始まる完全学校週５日制に向け教育改革が進められる中、学校 

 と家庭・地域社会の融合という言葉が最近よく聞かれる。以前から、学社連携とい 

 われ、学校教育と社会教育との連携については、その関係強化の面から常に課題と 

 されてきたが、学校の考え方と取り組の姿勢、地域性、住民意識によりそのスタイ 

 ルは様々である。 

  子どもの成長にとって、両者の関係づくりを進めることは、大変大きな意義があ 

 り、間違いなく子どもの社会的成長（人間としての成長）を育む力がある。 

  「子どもの教育は学校だけではできない。学校にも限界がある。」「学校と家庭 

 ・地域社会の役割分担を‥‥」と指摘したのは中教審である。しかし、役割を分担 

 し、それぞれが別々に子どもの健全育成に関わっても、うまくいくわけがない。三 

 者がそれぞれの役割を自覚し、責任を持って進める中で、関係強化を図る必要があ 

 る。このときの関係を連携と考えるか、融合と考えるかによって、その取り組みの 

 姿勢も変わってくる。 

  ○○小学校では、「マイタウン・○○○プラン」の構想の下《地域と一緒に「豊 

 かな心」「生きる力」を育む学校》を目指しているが、一般的に使われる「地域と 

 共に」を、「地域と一緒に」と拘る訳はここにある。 

  学校と家庭・地域社会が一緒になって、子どもの健全育成に取り組む活動を積み 

 重ねることにより、学校の「特色ある教育活動」「特色ある学校づくり」を進めて 

 いくことができる。 

  『２１☆こだいらの教育改革アクションプラン』を策定し、『地域で育てよう 

 すこやかな子ども』をこだいらの教育改革の基調として、子どもの健全育成を地域

 社会と一緒に進めていこうという教育委員会の趣旨はここにある。多くの市民の協
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 力を得、多彩で多様な活動が、「特色ある教育活動」「特色ある地域活動」として

 生まれ、育ち始めている。それらを「学校の伝統」「地域社会の風土・文化」とし

 て育て、受け継ぎ、発展させていくのが「地域の力＝地域の教育力」である。そん

 な地域社会の構築、世代を越えたコミュニティづくりを、学校・家庭・地域社会が

 一緒に進め、『地域が見守り、地域が支え、地域が応援する、心通うまち こだい

 ら！』を創っていきたい。 

 

６．特色ある教育活動の事例 

 ① 時間割の工夫で特色を出す学校 

   それぞれの学校の教育目標、教育活動をより効果的に達成するために、これま 

  での週時程で決められた時間割ではなく、特色ある教育活動を展開するために、 

  特色を持った時間割を作成することが必要になる。更に、時間割運用の工夫をす 

  ることにより、これまでの画一的な時間割システムを各学校が創意・工夫するこ 

  とができるようになる。 

     指導内容や指導方法、子どもの実態に応じて、それに必要な時間設定をするこ 

  とにより学習効果を上げることが期待される。 

   ＊モジュラースケジューリングの活用 

   ＊教科間交流学習＝クロスカリキュラムの作成と時間割運用 

 ② 総合的な学習の時間で特色を出す学校 

     各学校が子どもや地域の実態・特性を踏まえ、教育課程を編成する。 

     総合的な学習の時間は、その目標や内容が学習指導要領に示されず、また、教 

  科書もない。単元創りにおいて、地域や子どもの実態・特性など、地域の物的、 

  人的環境や条件を十分把握し、生かすことが必要となる。 

      総合的な学習の時間は、各学校の｢特色ある教育活動｣の要となる。 

 ③ 交流活動で特色を出す学校 

     これまでの教育活動は、どちらかといえば同一の年齢の児童・生徒で構成され 

  る学級集団が基本となっている。しかし、目標や内容によっては今回の学習指導 

  要領の改定により、複数学年にまたがってカリキュラムを構成することも可能と 

  なる。まさに学校の独自性と主体性＝学校の個性化が問われることとなる。 

   例えば、ある教科は３学年合同の学習集団を編成したり、ある教科は２学年で 

  編成することも可能となる。学習集団が異年齢集団で編成されることにより、様 

  々な教育効果を期待することができる。更に、異種間の学校や施設等との交流活 

  動を通し、障害のある人々との共生を考えたり、学校間の接続をスムーズにする 

  ことにより、児童、生徒の進路学習を支援することともなる。更に、生徒数の減 

  少から運営に支障が出始めている中学校の部活動の今後の在り方にも、創意・工 

  夫が期待される。 

 ④ 学校行事で特色を出す学校 

 ⑤ 心の教育で特色を出す学校 

 ⑥ 中学校・選択履修幅の拡大で特色を出す学校 
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 ⑦ 進路指導(生き方指導)で特色を出す学校 

 ⑧ 小学校・学年内教科担任制で特色を出す学校 

 ⑨ 小学校・複数学年間教科担任制で特色を出す学校 

 ⑩ 学級編制の弾力化で特色を出す学校 

 

２．小平子どもボランティアスクール修了式に参加して 

    去る３月１７日（土）に、福祉会館市民ホールにおいて、平成１８年度・第４回子ど

 もボランティアスクール修了式が行われ、１４名の子どもたちに小平市社会福祉協議会、

 海上会長より修了証書が授与された。ボランティア協力団体やこれまでの修了生、今回

 修了生のご家族、学校関係者、そして、社会福祉協議会理事者も参加される中、紙芝居

 プロジェクト、どんぐりプロジェクトの活動報告から始まり、１期生の津田安里沙さん

 （小平第一中二年生）とお友達の高橋咲紀さんによる「フルートの音色」のプレゼント

 演奏があり、和やかな中にも充実した活動とその継続性が伺え、社会貢献活動へと繋が

 り、市民性を育む教育活動が地域ぐるみで幅広く行われている小平のよさを実感した。 

    私は常々、公教育は未来を託す子どもの教育として、地域活動や、社会活動に参加し、

 社会に貢献できる、市民性を育む教育だと捉えてきた。一方で、社会規範意識の喪失や

 社会参加活動、社会貢献活動への若者（大人も含め）の意識の低下が、多くの国で問題

 になってきている。イギリスにおけるシチズンシップ・エデュケイションやアメリカに

 おけるサービス・ラーニングは、社会参加活動・社会貢献活動を体験的に学ばせ、社会

 参加を促すプログラムの一つであり、大いに参考になるものである。（以前に配布した

 村上氏の資料参照）社会福祉協議会が全面的に推進している「子どもボランティアスク

 ール」は、これからの小平を担っていく子どもたちの市民性を育む大きな教育プログラ

 ムであることを認識し、できるだけ多くの子どもたちを送り出して欲しい。また、学校

 においても、「総合的な学習の時間」が見直し等の話題になっている時期、その重要性

 を認識し、それぞれの学校における位置づけと教育効果（期待される）や成果を世に問

 うていかなければいけないと感じている。以下の改革ビジョンを参考にして欲しい。 

 

 教育改革への私のビジョン  

        坂井 康宣●小平市（東京）教育委員会教育長 

 

 体験活動を社会貢献活動へと高め 

 市民性を育み､社会参加を促す教育 

                                （さかい・やすのり） 

                                                    

 今次教育改革は、「学校のみの教育改革ではなく、地域社会の教育力を回復し、ひい

ては、世代間の交流を通して『コミュニティの基盤整備』をも目指した教育改革であ

る」ことを機会ある度に述べてきた。「２１☆こだいらの教育改革アクションプラン」

の基調を「地域で育てよう すこやかな子ども」としたのも、地域の教育力の回復を図
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り、学校・家庭・地域社会が、「子どもとかかわり、見守り、支え、応援する」ことを

通して、「世代を越えたコミュニティづくり」を具体化し、実現していこうという発想か

らであり、教育が地域社会を変える起爆剤となり、子どもが地域社会を繋ぐ神経となり、

地域と人々の心を繋ぐネットワークが構築されると考えたからである。今、市内の各地

域において、子どもの健全育成を目指した様々な活動が展開されている。どの地域でも新

しいうねりと爽やかな風が感じられるし、実感できることは、大変嬉しいことである。子

どもも、大人も、高齢者の方も、障害のある方も一緒になり、地域社会を巻き込んだ、

「有意義な、実感のもてる、楽しい体験学習」や、教科学習においても「習熟度別学習や

個別指導」等に、学校支援ボランティア（学生・社会人）を導入し、「分かる授業、楽し

い授業」を実感させる授業実践が展開されている。週末には、地域有志主催の多彩な体験

活動が繰り広げられ、多くの人と触れ合う機会を通して、「世代を越えたコミュニティづ

くり」が推進されている。世の中が混沌とし、人々の心の孤独化、地域社会の希薄化が

問題となっている今こそ、公教育において、「市民性」を育むことが大きな使命と課題

であると考えている。日本においては、まだまだ、「市民性」という言葉が一般的ではな

く、馴染まない面もあるが、「社会性を育む教育」とか「社会貢献性」「社会貢献活

動」という言葉で表現すると違和感が少ない。大事なことは、「自分が地域社会の役にた

っているんだ。」という社会貢献の自覚と、「地域の人が喜んでくれているんだ。」と

いう充実感・存在感等の実感を伴った体験活動をどこまでカリキュラム化できるかであ

る。その体験学習を、地域社会の中で、地域の人々を巻き込んで展開していくことが大

事な視点であり、市民性を育む根本理念でもある。日本の学校教育においては、市民性

を育むことを目的とした体験学習は実践されてこなかったが、平成１４年度から創設され

た「総合的な学習の時間」では、地域社会を教材に取り上げ、体験学習の場とし、「発

見し、見つめ、関わり、考え、企画し、提案する」活動を通して、単なる体験活動に終

わることなく、地域社会や人々と関わり、自分の考えや意見を地域社会に反映させ、実

現していく仕組みや手法を学んでいくことが大事である。このことが、市民性を育む教

育であり、結果として、地域社会に貢献できることを喜びと感じることのできる市民の育

成を目指した教育活動を展開することになる。そして、これらの取り組みが、地域社会の

教育力の回復を図り、市民参画型の地域社会を醸成していく最大の力になると考えている。

（明治図書学校運営研究平成 15年３月号一部改訂） 

 

３．東京学芸大学「教職入門」授業、指導講師の依頼について 

    東京学芸大学「教職入門」の「教職の意義」等に関する教科授業の講師依頼について

 は、これまでの２年生対象の教職入門講座を本年度から１年生に課すことから、本年度

 に限り、前期と後期に１年生と２年生対象の２回実施となる。教師を目指す後輩の養成、

 学生ボランティアの確保、優秀な初任者採用等人材確保の手だて、自校の教員のスキル

 アップ等の視点からも協力をよろしくお願いしたい。来年度からは１年生対象の講座と

 なる。このことにより、一年時に教職入門講座を開講することにより、教師像について

 学生なりの思いを描かせるとともに、教育現場の実態の情報提供と体験をさせることに

 より、教師としての心構えを持たせることになる。その後、実際に学生ボランティアと

 して学校現場の体験を通して３年次・４年次の教育実習、アシスタントティーチャーと

 しての経験を積ませることにより、教員養成への貢献と優秀な教員確保の道に繋がる。 
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  今年度は、私も３・４年生対象の特別講座の講師として参加することになっている。 

  第一回は、４月２６日（木）「これから求められる教師像」について 

  第二回は、５月１７日（木）鷲山学長との対談（パネルディスカッション）演題未定

  第三回は、６月 ７日（木）「コミュニティ・スクール、家庭・地域社会と学校の連

               携について」の予定である。 

４．小平第三中学校吹奏楽部 

  全日本アンサンブルコンテスト 中学校の部 打楽器八重奏において金賞受賞 

    ４月１１日（水）午後４時３０分、加藤校長、斉藤教諭に引率された三中生９名が、

  年度末も押し迫った３月２１日（水・祝）、横浜市のみなとみらいホールで開催され

 た打楽器八重奏の上記コンテストに１・２年生の編成で参加し、金賞を受賞した報告に

 訪れた。教育委員会５階フロアーにて、職員の大きな拍手に包まれた三中生は、つい数

 日前に２年生、３年生になったばかりで、あどけなさの残る表情に、先輩が築いてきた

 伝統を守れたという誇りと、自分たちも全日本の金賞を獲得できたという喜びと充実感

 に満ちあふれた、清々しい表情を見せていた。そして「これからも伝統を守って頑張り

 ます。」という決意に頼もしさを感じた。本当におめでとう。 

 

５．平成１９年度、スクール・アクションプログラムの実施に向けて 

    昨年度のスクールアクションプログラムの報告会は、それぞれの学校の取り組み状況

 と成果について大いに期待できるものがあり、他の学校の教員にも取り組みと成果の共

 有ができ、今後に期待できるものであった。そこで、平成１９年度に向けた各学校の具

 体策について、昨年同様提出をお願いしたい。 

 

  ◎ 「２１☆こだいらの教育改革アクションプログラム」の１１課題について、各校毎

  の実施内容を明らかにし、その中から平成１９年度、特に重点施策として取り上げ、

  実践する課題を三点あげ、実践の具体策を明確にする。 

  ◎ 昨年度と同課題を取り上げた学校は、その根拠を明確に示す。 

  ◎ それらを実践・解決していくために押さえておくべきポイントを示す。 

     また、実践に向けた具体策とスケジュールを示す。  

  ◎ 期待される成果（子ども、保護者、地域、教師、学校経営について）を示す。 

   

  尚、全校分をまとめ、資料とするので、以下に示す書式に沿って、５月７日（月）の

 校長・副校長合同会議時に提出をお願いする。 

  資料は見開きとするため、アクションプログラム１１課題について各校が独自に進め

 るプログラム実施内容の要約を２ページに収め、重点施策三点については、一課題を偶

 数ページに収めることとする。（原則見開き２ページ） 

   文書スタイルは  Ａ４縦・横書き、文字数４０字×行数４０行、余白は上下、左右

          共２０ﾐﾘ、文字サイズ１２ポイント、文字種は細丸ゴシック体 

 

 １．スクール・アクションプログラム課題名 
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 ２．課題設定の理由（前年度に引き続き同課題を設定する場合には、その根拠を明

  確に示すこと） 

 

 ３．解決・実践上押さえるべきポイント 

 

 ４．解決・実践の具体策とスケジュール 

 

 ５．期待できる成果 ①子ども 

                     ③教職員 

                     ④保護者・地域 

                    ④学校経営 

 

 ６．自由意見 

 

  上記の内容について校長が起案し、教職員に周知する。それを受け、副校長として１

 ９年度実施のアクションプログラムの課題解決に向け取り組む具体策を明らかにする。 

   副校長用書式は、以下の通りとする。 

 

  副校長課題 校長課題１～３をそれぞれ２ページに収める。 

               文書スタイルは校長様式と同様 

 

  １．アクションプログラム課題名 

  ２．校長が課題とした背景（同課題の場合はその根拠） 

 

  ３．課題解決・実践上押さえるべき副校長の役割 

        課題 

     校長 

     教職員 

        子ども       に対して 

        保護者 

     地域 

 

  ４．課題解決・実践に向けた副校長の具体策とスケジュール 

 

  ５．自由意見 

 

 

  以下の体裁で合本するので、それぞれに示したページ番号を打つこと。 
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２１☆こだいらの教育改革 こだいらスクール・アクション・プログラム目次 
 

                    あいさつ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 

                    アクションプログラム解説‥‥‥２～３ 

                    目次‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４～５     校 長   副校長 

 

小平第 一 小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥‥‥ １～ 

              重点課題１・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３～    ５～ 

              重点課題２・福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７～    ９～ 

              重点課題３・国際理解教育 ‥‥‥‥‥‥‥ １１～   １３～ 

 

小平第 二 小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥‥ １５～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １７～   １９～ 

              重点課題２・健康・安全教育 ‥‥‥‥‥‥ ２１～   ２３～ 

               重点課題３・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥‥ ２５～   ２７～ 

 

小平第 三 小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥‥ ２９～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３１～   ３３～ 

               重点課題２・豊かな読書活動 ‥‥‥‥‥‥ ３５～   ３７～ 

               重点課題３・健康・安全教育 ‥‥‥‥‥‥ ３９～   ４１～ 

 

小平第 四 小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥‥ ４３～ 

               重点課題１・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥‥ ４５～   ４７～ 

               重点課題２・国際理解教育 ‥‥‥‥‥‥‥ ４９～   ５１～ 

               重点課題３・健康・安全教育 ‥‥‥‥‥‥ ５３～   ５５～ 

 

小平第 五 小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥‥ ５７ 

          重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５９～   ６１～ 

               重点課題２・健康・安全教育 ‥‥‥‥‥‥ ６３～   ６５～ 

               重点課題３・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥‥ ６７～   ６９～ 

 

小平第 六 小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥‥ ７１～ 

               重点課題１・コミュニティ・スクール ‥‥ ７３～   ７５～ 

          重点課題２・家庭教育支援 ‥‥‥‥‥‥‥ ７７～   ７９～ 

          重点課題３・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８１～   ８３～ 

 

小平第 七 小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥‥ ８５～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８７～   ８９～ 

          重点課題２・情報教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９１～   ９３～ 

          重点課題３・キャリア教育 ‥‥‥‥‥‥‥ ９５～   ９７～ 
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小平第 八 小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥‥ ９９～ 

               重点課題１・健康・安全教育 ‥‥‥‥‥ １０１～  １０３～ 

               重点課題２・キャリア教育 ‥‥‥‥‥‥ １０５～  １０７～ 

               重点課題３・国際理解教育 ‥‥‥‥‥‥ １０９～  １１１～ 

 

小平第 九 小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ １１３～ 

               重点課題１・健康・安全教育 ‥‥‥‥‥ １１５～  １１７～ 

               重点課題２・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥ １１９～  １２１～ 

               重点課題３・健全育成 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １２３～  １２５～ 

 

小平第 十 小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ １２７～ 

               重点課題１・健全育成 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １２９～  １３１～ 

               重点課題２・福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １３３～  １３５～ 

               重点課題３・国際理解教育 ‥‥‥‥‥‥ １３７～  １３９～ 

 

小平第十一小学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ １４１～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １４３～  １４５～ 

               重点課題２・福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １４７～  １４９～ 

               重点課題３・健康・安全育成 ‥‥‥‥‥ １５１～  １５３～ 

 

小平第十二小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ １５５～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １５７～  １５９～ 

               重点課題２・環境教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １６１～  １６３～ 

               重点課題３・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥ １６５～  １６７～ 

 

小平第十三小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ １６９～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １７１～  １７３～ 

               重点課題２・健全育成 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １７５～  １７７～ 

               重点課題３・家庭教育支援 ‥‥‥‥‥‥ １７９～  １８１～ 

 

小平第十四小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ １８３～ 

           重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １８５～  １８７～ 

           重点課題２・健康・安全教育 ‥‥‥‥‥ １８９～  １９１～ 

           重点課題３・豊かな読書活動 ‥‥‥‥‥ １９３～  １９５～ 

                                 

小平第十五小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ １９７～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ １９９～  ２０１～ 

               重点課題２・国際理解教育 ‥‥‥‥‥‥ ２０３～  ２０５～ 

               重点課題３・環境教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２０７～  ２０９～ 
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花小金井 小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ２１１～ 

               重点課題１・情報教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２１３～  ２１５～ 

               重点課題２・環境教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２１７～  ２１９～ 

               重点課題３・福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２２１～  ２２３～ 

 

鈴  木  小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ２２５～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２２７～  ２２９～ 

               重点課題２・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥ ２３１～  ２３３～ 

               重点課題３・福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２３５～  ２３７～ 

 

学 園 東  小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ２３９～ 

             重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２４１～  ２４３～ 

               重点課題２・家庭教育支援 ‥‥‥‥‥‥ ２４５～  ２４７～ 

               重点課題３・国際理解教育 ‥‥‥‥‥‥ ２４９～  ２５１～ 

 

上  宿  小学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ２５３～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２５５～  ２５７～ 

               重点課題２・豊かな読書活動 ‥‥‥‥‥ ２５９～  ２６１～ 

               重点課題３・福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２６３～  ２６５～ 

 

小平第 一 中学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ２６７～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２６９～  ２７１～ 

               重点課題２・豊かな読書活動 ‥‥‥‥‥ ２７３～  ２７５～ 

               重点課題３・健全育成 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２７７～  ２７９～ 

 

小平第 二 中学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ２８１～ 

               重点課題１・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥ ２８３～  ２８５～ 

               重点課題２・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２８７～  ２８９～ 

               重点課題３・家庭教育支援 ‥‥‥‥‥‥ ２９１～  ２９３～ 

 

小平第 三 中学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ２９５～ 

               重点課題１・福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ２９７～  ２９９～ 

               重点課題２・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３０１～  ３０３～ 

               重点課題３・国際理解教育 ‥‥‥‥‥‥ ３０５～  ３０７～ 

 

小平第 四 中学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ３０９～ 

               重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３１１～  ３１３～ 

               重点課題２・健全育成 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３１５～  ３１７～ 

               重点課題３・キャリア教育 ‥‥‥‥‥‥ ３１９～  ３２１～ 
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小平第 五 中学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ３２３～ 

           重点課題１・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３２５～  ３２７～ 

               重点課題２・豊かな読書活動 ‥‥‥‥‥ ３２９～  ３３１～ 

               重点課題３・健全育成 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３３３～  ３３５～ 

 

小平第 六 中学校  アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ３３７～ 

               重点課題１・国際理解支援 ‥‥‥‥‥‥ ３３９～  ３４１～ 

           重点課題２・福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３４３～  ３４５～ 

           重点課題３・健全育成 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３４７～  ３４９～ 

 

上  水  中学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ３５１～ 

               重点課題１・特別支援教育 ‥‥‥‥‥‥ ３５３～  ３５５～ 

           重点課題２・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３５７～  ３５９～ 

           重点課題３・健康・安全教育 ‥‥‥‥‥ ３６１～  ３６３～ 

 

花小金井南中学校   アクション・プログラム１１ ‥‥‥‥‥ ３６５～ 

               重点課題１・キャリア教育 ‥‥‥‥‥‥ ３６７～  ３６９～ 

               重点課題２・情報教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３７１～  ３７３～ 

               重点課題３・学力向上 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ３７５～  ３７７～ 

 

 

 

 ２１☆こだいらの教育改革 こだいらスクール・アクション・プログラム実施状況 
 

                        

     スクールアクション・プログラム１１課題  + コミュニティ・スクール 

小平第 一 小学校    １８年度      １９年度      ２０年度 

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・特別支援教育 

 ・福祉教育 

 ・国際理解教育 

 ・特別支援教育 

 ・福祉教育 

 ・国際理解教育 

 

 

 

 

小平第 二 小学校    １８年度      １９年度      ２０年度 

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・健康・安全教育 

 ・特別支援教育 

 ・学力向上 

 ・健康・安全教育 

 ・特別支援教育 

 

 

 

 

小平第 三 小学校    １８年度      １９年度      ２０年度 

    重点課題１  ・学力向上  ・学力向上  
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    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・特別支援教育 

 ・情報教育 

 ・豊かな読書活動 

 ・健康・安全教育 

 

 

 

小平第 四 小学校    １８年度      １９年度      ２０年度 

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・国際理解教育 

 ・特別支援教育 

 ・特別支援教育 

 ・国際理解教育 

 ・健康・安全教育 

 

 

 

 

小平第 五 小学校    １８年度      １９年度      ２０年度 

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・特別支援教育 

 ・家庭教育支援 

 ・学力向上 

 ・健康・安全教育 

 ・特別支援教育 

 

 

 

 

小平第 六 小学校    １８年度           １９年度      ２０年度 

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・コミュニティ・スクール 

 ・家庭教育支援 

 ・コミュニティ・スクール 

 ・家庭教育支援 

 ・学力向上 

 

 

 

 

小平第 七 小学校    １８年度           １９年度      ２０年度     

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・情報教育 

 ・キャリア教育 

 ・学力向上 

 ・情報教育 

 ・キャリア教育 

 

 

 

 

小平第 八 小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・キャリア教育 

 ・健康・安全教育 

 ・国際理解教育 

 ・健康・安全教育 

 ・キャリア教育 

 ・国際理解教育 

 

 

 

 

小平第 九 小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・健康・安全教育 

 ・特別支援教育 

 ・健全育成 

 ・健康・安全教育 

 ・特別支援教育 

 ・健全育成 

 

 

 

 

小平第 十 小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・福祉教育 

 ・国際理解教育 

 ・健康・安全教育 

 ・健全育成 

 ・福祉教育 

 ・国際理解教育 
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小平第十一小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・福祉教育 

 ・健全育成 

 ・学力向上 

 ・福祉教育 

 ・健全育成 

 

 

 

 

小平第十二小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・環境教育 

 ・福祉教育 

 ・学力向上 

 ・環境教育 

 ・特別支援教育 

 

 

 

 

小平第十三小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・健全育成 

 ・家庭教育支援 

 ・学力向上 

 ・健全育成 

 ・家庭教育支援 

 

 

 

 

小平第十四小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・豊かな読書活動 

 ・特別支援教育 

 ・学力向上 

 ・健康・安全教育 

 ・豊かな読書活動 

 

 

 

 

小平第十五小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・環境教育 

 ・国際理解教育 

 ・学力向上 

 ・国際理解教育 

 ・環境教育 

 

 

 

 

花小金井 小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・福祉教育 

 ・情報教育 

 ・環境教育 

 ・情報教育 

 ・環境教育 

 ・福祉教育 

 

 

 

 

鈴  木  小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

   重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・特別支援教育 

 ・福祉教育 

 ・学力向上 

 ・特別支援教育 

 ・福祉教育 

 

 

 

 

学 園 東  小学校    １８年度           １９年度      ２０年度       

  重点課題１ 

    重点課題２ 

 ・学力向上 

 ・家庭教育支援 

 ・学力向上 

 ・家庭教育支援 
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    重点課題３  ・国際理解教育  ・国際理解教育  

 

上  宿  小学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・豊かな読書活動 

 ・福祉教育 

 ・学力向上 

 ・豊かな読書活動 

 ・福祉教育 

 

 

 

 

小平第 一 中学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・特別支援教育 

 ・健全育成 

 ・学力向上 

 ・豊かな読書活動 

 ・健全育成 

 

 

 

 

小平第 二 中学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・家庭教育支援 

 ・学力向上 

 ・特別支援教育 

 ・特別支援教育 

 ・学力向上 

 ・家庭教育支援 

 

 

 

 

小平第 三 中学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・福祉教育 

 ・国際理解教育 

 ・福祉教育 

 ・学力向上 

 ・国際理解教育 

 

 

 

 

小平第 四 中学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・健全育成 

 ・キャリア教育 

 ・学力向上 

 ・健全育成 

 ・キャリア教育 

 

 

 

 

小平第 五 中学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   

  重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・豊かな読書活動 

 ・健全育成 

 ・学力向上 

 ・豊かな読書活動 

 ・健全育成 

 

 

 

 

小平第 六 中学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   

    重点課題１ 

  重点課題２ 

  重点課題３ 

 ・家庭教育支援 

 ・福祉教育 

 ・国際理解教育 

 ・国際理解教育 

 ・福祉教育 

 ・健全育成 

 

 

 

 

上  水  中学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   
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    重点課題１ 

  重点課題２ 

  重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・特別支援教育 

 ・健康・安全教育 

 ・特別支援教育 

 ・学力向上 

 ・健康・安全教育 

 

 

 

 

花小金井南中学校    １８年度           １９年度      ２０年度年度   

    重点課題１ 

    重点課題２ 

    重点課題３ 

 ・学力向上 

 ・情報教育 

 ・キャリア教育 

 ・キャリア教育 

 ・情報教育 

 ・学力向上 

 

 

 

 

その他． 

＊  中学校職場体験学習の推進について（今年度、小平ロータリークラブの協力） 

＊  教科等研究部会、研究発表会について（今年度発表部の取り組みに期待） 

＊  加配されている副校長任用前教員、研究加配、習熟度別学習加配、TT加配等、定数

  外加配教員の適切な業務指示と執行管理について（校長、副校長、担当者の責任ある

  執行を‥‥‥） 

＊ 生徒指導資料作成等に伴う、個人情報の取得手続きと適切な管理、処理について 

＊ 学校医の先生方との連携について 

＊ 学校支援ボランティアの活動の掌握について 

＊ 学校のホームページの更新と内容充実について 

＊ 学生ボランティアの活動実績（活動日数 活動内容とその成果、他のボランティアや

保護者・地域との関わり、教師としての資質・能力等）について 

      （特に教員採用試験に合格した学生の確保を希望する場合には詳細な記録を） 

＊ 主任児童委員、民生・児童委員とのチームワーク、児童相談所との連携について 

＊ 第２６回小平グリーンロード歩こう会  

    昨日、４月１５日（日）に開催された上記行事は、市民憲章推進協議会の健康なまち

づくりを進める一環として開催されてきたものであるが、子どもや家族の参加が大変

少ない。（２５２人参加）来年度は参加を呼びかける工夫をしたい。 

＊ 教育三法改正の審議がいよいよ大詰めを見せている。注視したい。 

＊ 小平市議会議員の改選を迎え、選挙活動が始まった。教職員の服務の徹底については

再度確認を。 

 


